
令和 6年 11 月 7 日 

令和 6年度松戸健康福祉センター運営協議会 

松戸健康福祉センター（松戸保健所）長 竹内公一 

 
千葉県松戸健康福祉センターの主要事業等についての説明の補足資料 

（当面の課題と取り組み） 

 
 

健康危機管理 

 課題 取り組み 

災害対策 DHEAT 関連 

（災害時健康危機管理支援チーム） 

派遣できる要員の養成 

受け入れに向けた体制整備 

平時の取り組み 各市の計画の確認 

新興感染症 新型インフルエンザ等対処計画改訂 医療機関との合同訓練 

 

疾病（感染症） 

 課題 取り組み 

感染症対策 早期対応 施設等での現地対応の重視 

（検査や監査と連携） 

マニュアル整備  健診事業 

結核対策 高齢者 併存症への配慮 

家族への支援 地域包括ケアとの連携 

外国人（国外出生者） 多言語への対応 

広域的な対応 → 業務の複雑化 

DX の遅れ 結核研究所アプリの活用検討 

所内帳票の整理 広域連携にむけた検討 

 

地域保健 福祉 

 課題 取り組み 

健康増進 健康ちば２１ 

（第 3次） 

各市の取り組みの支援 

専門的技術の向上 

こころのケア 複雑化に対応 警察等との関係強化 

早期からのケアのために各市と連携 

生涯にわたるケア 切れ目のない連携 様々な取り組みの調整 

（医ケア児、移行期医療支援、就労支援‥） 

障害者への支援 偏見の克服 合理的な配慮についての啓発 地道な説明 

相談事業 問題の複雑化 

隠れた問題の発見 

所内を横断した対応 関係機関との連携 

 



衛生 

 課題 取り組み 

食品 営業へのコロナの影響・

世代交代・承継 

施設の老朽化や衛生技術についての指

導 

サプリメント等 法令の見直しへの対応 

食品の広域の取引 関係機関との情報共有・連携 

生活衛生営業 同業組合との連携 連携強化 情報共有 技術支援 

動物愛護 飼い主や近隣住民の心情 メンタル面への配慮のため、所内で担

当者間で連携 

 

施設 

 課題 取り組み 

第 8 次医療計画 小児医療 周産期医療 地域医療構想調整会議小委員会 

立入検査等 

（医務 薬務 福祉） 

安全 

サイバーセキュリティ 

DX 化 

体制整備への伴走 

地域連携の強化にむけた支援 

 

所内の現状 

 課題 取り組み 

施設老朽化 雨漏り など 対応中‥ 

文書管理 古い書類の管理 

無駄な印刷・コピー 

整理 DX 

執務環境 空間の確保 古い備品や設備の処分について対応中‥ 

膨大な手続き 難病等 県で見直しているというが‥ 

目の前の対応で精一杯 

国・県の調査事業 やり方がバラバラ 個別対応‥ 

職員の意欲 高いが、縦割りで力

を発揮できていない 

横のつながりにより、縦割りの隙間にある

問題に対応するチーム作り 

健康危機で全職員が補える体制づくり 

 

感染症や災害、気象変動、食品への不安、地域医療、福祉など、健康に関するいろいろな

仕事が保健所に割り当てられている。 

 

→ 組織をフル回転させて、対応していく 

→ やり方を見直して、効率的に取り組んでいく 

→ 大型の保健所ならではの取り組みを通じて保健所のイノベーションを起こしていく 

（現在は、その前提となる環境整備に取り組んでいる） 

 


